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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

櫃田 洋一議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. コンパクトビレッジについて 

① 以前より盛んにコンパクトビレッジが叫ば

れているがどのように進めていくお考えか

伺う。 

② 社会も生活も変化していく中での完成形は

ないと考えられるが、ある程度の構想につい

て伺う。 

 

 

2. 再生可能エネルギーについて 

① 三本松のバイオマス発電の進捗状況を伺う。 

 

 

② 再生可能エネルギーについての見解を伺う。 

 

 

 

 

③ 再生可能エネルギーを普及させていく上で

の問題点を伺う。 

 

 

 

 

 

3．道路整備について 

① 各地域より、町道へ竹や木の垂れ下がり等が

あり伐採の要望が多数あるが、なかなか整備

されない状況をどのように捉えているか伺

う。 

 

 

 

1. 

①再開した中心地域整備検討委員会で議論さ

れ来年中に答申を受け事業推進に努めてい

く。 

②現時点では中心地域整備検討委員会で議論

されているので個人の見解は差し控えたい。

ひとつには多種多様な人々が集いやすい場

にはしたい。 

 

2. 

①地元の方からの懸念の声に対し、事業者から

の説明がなされておらず状況は進展してい

ない。 

②再生可能エネルギーは、国のエネルギー政策

においても導入拡大が強く求められており、

本町では、「日南町再生可能エネルギー利用

促進条例」や「グリーンドリーム計画」を基

に推進している。 
③再生可能エネルギーの普及にあたっては、安

全面や環境への影響、電力の安定供給を確保

する環境の整備、使用済みの太陽光パネル等

のリサイクル技術の開発や適正な処理体制

の構築等が克服すべき大きな課題であると

認識している。 

 

3. 

①私有地からはみ出している樹木等の伐採や

剪定は、原則としてその土地の所有者が行う

必要があるが、手つかずの場所も多くある。

町でも、車両や通行者の安全確保のため、巡

回工で適切なパトロールを行い適宜対応し

ていく。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

近藤 仁志議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 熊の出没に対する町の対策について 

① 全国で熊の人的被害が連日報道されている。

町内でも人家の近くや、県道など通行中の目

撃情報が寄せられているが、寄せられた目撃

件数と対策の現状について伺う。 

 

 

2. 再生可能エネルギーの取り組みについて 

① 本町では小水力発電事業を2件と太陽光発電

事業1件に主導的に関わり、取り組みを進め

ている。新日野上小水力発電所の今後につい

ては、ラバー堰と発電機の初期投資回収に時

間が要すると報告があったが、(株)日南町小

水力発電公社と京葉ガスエナジーソリュー

ション(株)が、43年後の黒字化に向けた覚書

を締結された。しかし新石見小水力発電所の

発電事業は導水路改修に膨大な費用が発生

し、将来展望が見えない状態が続いている。

今後の取組みについて伺う。 

② サウンディング調査により、バイオマス発電

事業者から用地活用の申請があったがその

後の進捗は。併せて鳥取県西部地域で問題と

なった風力発電に対し、町長の見解を伺う。 

 

 

 

 

3. 中村町政 2期目の失われた 3年について 

3年前町長は日南病院の建替えの検討を大きな

公約に、２期目の当選を果たされた訳である

が、それからの3年間、病院の建替え検討に軸足

を置き過ぎたのか、中心地域整備検討委員会は

休止し、当然周辺地域の農業問題にも取組めて

いない。ひっ迫した状況である危機感に乏しい

1． 

①本年のクマ目撃は町内 5件で、防災無線での

周知や追い払い、捕獲・緊急銃猟を検討中。

国県の動きを踏まえ、日野郡でマニュアル整

備や備品確保、訓練実施など体制強化を進め

ている。 

 

2. 

①今後、新石見小水力発電所の安定運転と地域

の再生可能エネルギー推進を図るためには、

安全性と経済性のさらなる向上が求められ

ている。そのため、運営の民間委託を検討し

ており、効率的な管理体制の構築に向けて動

いている。 

 

 

 

 

 

②地元の方からの懸念の声に対し、事業者から

の説明がなされておらず状況は進展してい

ない。また、鳥取県西部地域で計画されてい

る風力発電施設の建設については、伯耆町、

江府町、日野町の三町長の意見を尊重し、地

域住民の理解と納得を得ることが最も重要

であると考える。 

 

3. 
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のではと感じる。 

① 6月議会の答弁で「農村の維持についてはで

きるだけのことはしていかないといけない

という基本的な考え方は持っている」と述べ

られているが、できるだけの基本的な考えと

は、またその解決へ向けた取組みはどう考え

ておられるか伺う。 

② 地域で協議を繰り返し、「農村環境維持には

農地の受け手整備を充実させることが急が

れる」との結論からミニライスセンター推進

を提案、要望し、6月議会では「来年度事業に

向かうよう県と協議している」ということで

あった。せっかく6法人の同意を得て課題解

決に取組もうとした民意も町の取り組み方

針によって解散の危機も覚悟しないといけ

ない。来年度事業で取組めるのか、再来年な

らできるのか、できる道はないのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本町は農林業生産地である。持続的農林業の

ためには、「儲かること」「業になること」「稼

ぐ農林業」になることが重要である。関係者

と対話しながら進めていく。また、人口減少

社会により「循環」の視点で考えていきたい。 

 

②事業費が高額なため国補助の活用を検討し、

6 法人や認定農業者での申請方法を提案。町

も独自支援を検討する一方、地元負担は不可

避で、負担方法の協議中。実施時期は未定で、

引き続き関係者と調整を進める。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

大西 保議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 老人クラブについて 

日南町の老人クラブの組織は、町老人クラブ連

合会加入クラブと単独の老人クラブとで活動

している。町長は現在の老人クラブ数と活動状

況をどのように考えておられるのか。 

① 活動クラブが減少している要因は。 

 

 

 

② 町としての活性案及び支援体制は。 

 

 

 

 

2. 洪水ハザードマップついて 

（1）霞・生山上地区の洪水ハザードマップの作

成について、どのような記録・データを基に作

成されたのか。 

① 作成部署はどこなのか。 

 

 

 

② 雨量の算定基準は。 

 

③ 作成日は。 

 

④ 記録・データは町の提出資料か。 

 

（2）生山下地区（生山墓地から岡田建設まで）

のハザードマップの作成状況は。 

 

 

3. モンゴルとの交流について 

10月 22日に、4月 22日以来半年ぶりにゾーン

1． 

 

 

 

 

①高齢化に伴う活動参加率の低下や新規加入

者の減少、役員のなり手不足が挙げられ、地

域コミュニティの高齢化が背景であると考

える。 

②単位クラブからの相談対応や事務的な業務

支援を拡充している。また、連合会の活動を

強化したところ。次のステップに向け具体的

に協議する。 

 

2. 

（1） 

 

 

①現在、本町では洪水ハザードマップを作成

していない。なお、洪水ハザードマップの基

礎となる洪水浸水想定区域図は県が作成し

ている。 

②県の洪水浸水想定区域図の基準は、日野川

流域の 48時間の総雨量 519mm。 

③県の洪水浸水想定区域図の作成日は、平成

30年 6月 5日。 

④県の洪水浸水想定区域図の作成にあたり、

町から記録やデータは提供していない。 

（2）町は、県が本年度作成した洪水浸水想定区

域図を基に、来年度洪水ハザードマップを

作成する予定。 

 

3. 
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モド市長とＷeb会議をされたが、どのような話

し合いをされたのか。 

① 技能実習生等の取り組みはどのようになっ

たのか。 

 

 

 

② 文化交流の取り組みについて、令和7年度の

主な取り組み実績と令和8年度の計画はどの

ようになっているのか。 

 

 

4. 外国人材育成雇用について 

福祉会のミャンマーからの職員はいつ来日す

るのか。 

① 受け入れ体制は整っているのか。 

 

 

② 介護・語学研修はどのようにされるのか。 

 

 

 

 

 

 

5.病院新築・改築について 

① これから基金を積み立てるとのことである

が、いつまでにいくら積み立てるのか、目標

額はいくらなのか。 

 

 

 

①本年度、ゾーンモド市長と 3回 WEB会議を実

施。外国人雇用制度を協議し、課題やリスク

も説明。市長は内部検討の意向。国籍問わず

地域に根ざす長期的な人材受入れと安心し

て暮らせる環境づくりを目指していく。 

②令和 7年度は文化交流事業の実施なし。令和

8 年度は鳥取県親善協会主体で 2 週間の交流

事業を予定しており、その中で各種交流を考

えている。 

 

4. 

 

 

①令和 8年 3月に来日する 4名の居住場所は福

祉会所有の住宅を提供し、勤務に支障がない

環境を整えている。 

②4名は、日本語能力試験 N4の語学力を有して

おり、介護業務に必要な基本的な日本語コミ

ュニケーション能力を備えていると認識し

ている。登録支援機関とも連携し、日本語学

習支援を行うとともに、職員による指導を行

っていく予定。 

 

5. 

①具体的な時期、積立額は、来年度当初予算編

成で検討していく。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岩﨑 昭男議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 町有不動産の活用について 

① 木質バイオマス発電事業について、9月定例

会以降の地元協議・検討を踏まえて現時点で

の実現性について伺う。 

② 本年度のサウンディング調査事業の実施状

況について伺う。 

 

③ ゆきんこ村の指定管理者募集の状況、応募の

有無、応募がなかった場合の対応方針、再募

集や運営形態の見直しなど、今後の方向性に

ついて伺う。 

④ 公共施設の更新や廃止は、本町の将来財政に

大きな影響を与える。公共施設個別施設計画

の進捗状況について、町長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

2. まちづくり協議会について 

① 自治協議会を中心に自治基本条例の検討が

進められているが、各まちづくり協議会や関

係組織において、条例制定の目的や意義につ

いて共通認識が図られているのか伺う。 

 

 

② まちづくり協議会等が設置され20年が経過

するが、まちづくり協議会等の活動につい

て、地域により活力度に差が生じているとの

声も聞く。町長としてその現状をどのように

認識しているのか。また、差を縮めるための

町としての支援策、事務局機能の補完、人材

育成など、具体的な改善策について伺う。 

 

1. 

①状況に進展なく、会社と協議していく。 

 

 

②2月上旬まで提案募集を行い、年度内に審査・

決定を行い、次年度以降の有効活用につなげ

たい。 

③ゆきんこ村の指定管理者募集は 9 月 22 日か

ら 10月 22日に実施したが応募はなかった。

現在は町内外へ働きかけを行い、運営体制確

立に向けて努めていく。 

④本年度は、計画にある施設の今後のあり方に

ついて、行財政改革プロジェクトチームで方

針整理を行ったところ。本計画は中長期的な

投資・削減の道筋を示す重要な計画であると

認識しており、財政健全化と住民サービスの

維持向上の両方を見据えながら、方針の具体

化を進めていく。 

 

2. 

①地域での「まちづくり懇談会」や自治協議会

での意見も条例制定で自主的な活動がやり

にくくなるまたは、参画へ動機づけになるな

ど様々であった。引き続き自治協議会を中心

に検討を続ける。 

 

②地域資源や組織体制の違いで多様な取組が

あって然るべきと考える。限られた人員であ

るので、毎月の事務長会で課題の共有と創意

工夫を学んでもらい、町は地域の課題解決に

向けての後方からの支援に努める。 
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3. 農業政策について 

① 農業者社会保険料等支援補助金、収入保険料

の助成、種苗費の助成などについては、令和

8年度に向け総合的に見直すとの説明があっ

た。見直しの基本方針、財政負担と効果の整

理、持続可能な支援体系の構築、担い手への

重点化など、具体的な方向性について伺う。 

② 令和5年度から取り組んだオーガニックビレ

ッジ推進プロジェクトは本年度で終了する。

これまでの成果と課題、認証取得者の支援継

続の有無、直売所や学校給食との連携など、

今後の方針について伺う。 

 

 

 

4．来年度の予算編成方針について 

① 令和8年度は中村町長の二期目任期の最終年

度となる。これまでの3年間で町長自身が成

果として評価する点、課題として残した点は

何か。また、8年度において、どの施策を重点

的に進めるのか。人口減少対策、産業振興、

DX推進、地域自治の強化などの重点配分の考

え方と、予算編成の基本方針について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 

①社会保険料支援は新規雇用確保のため 5年間

実施し、収入保険助成もリスク対策として 5

年間継続。種苗費助成も小規模農家支援とし

て継続。財源に限りがあるため効果を見極め

つつ運用し、担い手支援と小規模農家への配

慮を両立させ地域農業を支えていく。 

②オーガニックビレッジ推進は 3年目で、有機

栽培の可能性や技術面の成果を確認。一方で

初期投資や害虫、販路確保が課題。今後も支

援を継続し、直売所連携や給食活用、栽培マ

ニュアル作成を進めるとともに、町全体の技

術向上と人材育成につなげ、持続可能な農業

を目指す。 

 

4. 

①成果は、人口減少のスピード鈍化の実現、た

ったもカードの導入など。課題は、人口社会

増減のマイナス継続。8 年度は二期目の任期

最終年度であり、町の未来を左右する重要な

年。予算編成基本方針は、「将来を見据えた安

定的な財政運営」と「地域の活力を生む重点

的投資」の両立を掲げ、第 3期総合戦略の理

念にある 4つの柱を重点配分とし、職員に施

策提案を求めたところ。持続可能なまちづく

りを推進することを約束する。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

荒木 博議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 日南町の教育方針・施設管理について 

① 全国学力テストの結果を受けて、今後の学

力向上に向けた取り組みについて伺う。 

 

 

 

 

② コミュニティー・スクールの現在の進捗状

況と、今後の取り組みについて伺う。 

 

 

 

 

 

③ 今回、児童・生徒及び教員のタブレットが

更新となるが、ICT活用の授業の成果と問題

点について伺う。 

 

 

 

 

 

④ 認定こども園にちなん十色については、統

合する方針であるということであるが、園

舎の改修整備か新築なのか伺う。 

 

 

 

⑤ スポーツ関連の施設の改善について、日南町

体育館の2階部分・中学クラブハウスの空室

が有効に活用されているか｡気候変動に合わ

せ、施設に空調設備の設置が必要と考えるが

どうか｡ 

 

1． 

①子どもの強みである「話し合いを生かし、協

力して解決する授業づくり」、「ICT を活用す

る授業や個別学習、家庭学習の取組」。課題と

している「学習方略と学習意欲の喚起」「家庭

学習の習慣化のための計画表づくり」と「家

庭の応援活動」を推進していく。 

②学校運営協議会は本年度４回実施の予定。子

どもの生の声を聴くための会合に参加した

り、開催したりした。「どんな中学校にしてい

きたいか」、「地域と一緒にできること」など

を話し合った。今後は、「学校運営協議会で何

ができるか」を協議し、子どもの夢の実現の

ための活動を企画していく。 

③タブレットを活用した授業を行い、ICT 活用

能力は大きく向上した。「文章作成」「情報収

集・処理」「プレゼンテーション作成」といっ

た技能は全国平均を上回る。一方、課題とし

て、①キーボード入力、②理解を補う活用、

③個別学習での活用、④相手に伝わるプレゼ

ン力の育成、⑤生成 AI の効果的な活用の育

成である。 

④「園小中教育環境在り方検討会(仮称)」を立

ち上げる予定。園小中一貫教育をより効果的

に進めるため、こども園の園舎だけではなく

小学校や老朽化が進んでいる中学校の校舎、

給食センターや子育て支援センターを含め

た保育・教育施設全般について協議する。 

⑤体育館２階は、スポーツ事業関係の用品・用

具等、及び、にちなんスポーツクラブ所有の

用品・用具等の保管場所として利用してい

る。クラブハウスは、体育用品・用具等の備

品、体育祭や文化祭などイベント等の用品・

用具の保管場所としている。 
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体育館の空調設備については、必要性は認識

しているが、設置費用、及びランニングコス

トに相当な経費がかかることから、町の財政

等鑑み十分に議論する必要があると考える。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

高橋 洋志議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. ファロスファーム(株)日南農場改築工事全

般について 

① 造成工事も順調に進み町有地の埋め立て改

修も終わったようだが地目変更及び土地賃

貸契約はどのようになっているか伺う。 

② 町道境界の法面、側溝は整備されたが今後電

柱移転も含め町道の整備はどのように計画

されるか伺う。 

 

 

③ 最終汚泥処分、井戸掘削申請等まだ不明瞭な

点がある企業からの多額の企業版ふるさと

納税をこの段階で受領しているが問題ない

か伺う。 

 

2. 日南病院及び福祉行政について 

①最近の外来患者数及び受診者年代について

伺う。 

 

 

②健康診断の受診率は高いと認識しているが

要検査の案内が来た方の日南病院の利用状

況は如何か。 

③西部消防の救急車での搬送受け入れ機関と

しての現状は如何か。 

 

 

3. 本町にある公園について 

①現在ある公園の利用状況について伺う。 

 

②週末等開放されている保育園施設の利用状

況について伺う。 

 

 

1. 

 

①現在の地目は雑種地と変更はなく、契約も養

豚場の経営目的に使用されるため変わりな

い。 

②電柱は農場敷地内にあり移転は、農場に支障

がある場合ファロスファーム(株)が対応さ

れると考えているが、町道の幅員も確保され

ていることから、現時点で当該箇所での整備

計画はない。 

③事業内容や進捗に関する議論と企業版ふる

さと納税による寄附行為は性質が異なり、直

接結びつくものではないため、質問にある問

題はない。 

 

2. 

①令和 6 年度実績は延べ 19,290 人。受診者年

代は、19 歳以下が 3.2%、20 歳から 59 歳が

8.1%、60 歳から 65 歳が 5.7%、66 歳以上が

83.0%。 

②令和 6年度実績は集団健診から内科紹介とな

った方の 62.5%、国保ドックは 35%、がん検

診は 27%の方が日南病院を受診している。 

③令和 6 年度の救急車受け入れ率は 90.2%で、

搬送人数は 191人。搬送の内訳は急病が 79%、

一般負傷が 15%、交通事故が 3%、その他が 3%。 

 

3. 

①県立公園や町で整備した公園はあるが利用

人数など統計データは取れていない。 

②にちなん十色本園・分園ともに数家庭の利用

が見受けられた。また、保護者からも「休日

も自由に利用ができて子どもたちも喜んで

いる」等の声も伺っている。 
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③道の駅の裏側にある公園の利用状況につい

て伺う。 

 

④総合文化センター みんなの遊び場の利用

状況について伺う。 

 

 

 

⑤他の行政区で管理されている公園施設は住

宅街及び中心地より郊外に設けられている

が本町での今後の取り組みは如何か。 

 

4. 森林環境譲与税について 

①本年度の利用状況は如何か。 

 

 

②林業アカデミーの授業の一環で国道から見

える人工林のふじかずらの除去作業は出来

ないか伺う。 

 

③申請不要のため利用者数は把握していない

が、土日を中心に親子連れの利用が多く、楽

しんでいる様子を確認している。 

④休日や各種イベントの際の利用のほか、にち

なん十色の園児、放課後に訪れる児童や生徒

たちが多く利用している。また、利用された

保護者の方々からも「遊ぶことができとても

助かっている」との声をいただいている。 

⑤地域の実情により公園の立地に違いはある

が、本町では気軽に立ち寄ることのできる場

所に大規模な公園を望む声は多い。 

 

4. 

①人材育成事業に約 1億 2,280万円、森林整備

事業に約 7,370万円、普及・啓発活動に約 50

万円を充てている。 

②国道沿い人工林でのフジカズラ除去は、私有

林への特定支援となり公平性を欠くこと、所

有者特定や承諾取得が困難であること、さら

に既存カリキュラムに余裕がないことから

実施は困難である。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

荒金 敏江議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 和牛農家支援について 

① 和牛農家への雌牛導入支援の検討結果を伺

う。 

 

 

 

② 今年度休止している日南町雌牛導入奨励事

業を復活すべきと考えるがいかがか。 

 

 

 

 

2. ふる里まつりでのおしごとフェアについて 

① おしごとフェアはどのような内容で行われ

たのか。参加者が多かったとのことだが、ど

のような仕事に興味をもつ人が多かったか。

町内での就職につながるものになったかを

伺う。 

② 同時に開催した「働く車大集合」ではどのよ

うな車両が展示されたのかを伺う。 

 

 

 

 

③ 自衛隊車両が２台展示されていたが、どのよ

うな車両だったのかを問う。 

④ 自衛隊車両の展示は、町が自衛隊に要請して

実施しているのかを問う。 

⑤ 自衛隊・自衛官の役割をどのように認識して

いるのか伺う。 

 

1． 

①9月 30日の和牛農家との意見交換で、増頭は

困難でも雌牛更新は必要との声や、飼料高騰

下で「雌牛導入奨励事業」の継続を望む意見

が寄せられ 8年度予算要求に向けて協議を行

う。 

②和牛農家の意見を踏まえ、来年度予算で事業

拡充を検討。育種価の高い優良雌牛導入を支

援し、繁殖基盤強化と農家の経営安定に資す

るよう、今後も農家の声を尊重し施策を推進

する。 

 

2. 

①子ども向けの職業体験イベントで、自衛隊や

消防、警察、福祉、銀行、役場などが参加し

た。多様な仕事や社会的役割を学び、協力や

コミュニケーションの重要性を体験する機

会となった。 

②自衛隊からは「高機動車」「救急車」や消防か

らは「消防車」、警察からは「パトカー」農業

分野では「田植え機」など多彩な車両を展示

した。普段は触ることのできない車両を間近

で体験し、仕事や社会の役割への理解を深め

る機会となった。 

③高機動車 1台と救急車 1台。 

 

④町から展示を要請したもの。 

 

⑤基本的な役割は国民の生命、身体、財産の保

護にある。特に大規模な自然災害時には、救

助、避難支援、物資輸送、医療、防疫など多

様な支援を行っており、住民の安全と安心の

確保に重要な役割を果たしている。 
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令和 7年 12月 9日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岡本 健三議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 非核平和の意思表示について 

① 町は今年の春、ホームページに「非核平和の

町宣言」のページを設け宣言を掲載してい

る。しかし、これだけでは町内外に宣言を知

ってもらうのに十分ではない。町を訪れた方

に広く宣言を知ってもらうため、標柱、懸垂

幕などを設置してはどうか。 

② 現在、総合文化センター正面駐車場にある被

ばくアオギリ2世をイチイ荘付近へ移植する

予定とのことだが、非核平和のシンボルであ

る被ばくアオギリ2世を移植するのであれ

ば、より目立つ場所に移植すべきではない

か。 

 

2. インフルエンザ、新型コロナ感染症の予防

接種への助成について 

① インフルエンザと新型コロナウイルス感染

症の予防接種は中学生以下の子どもと65歳

以上の方などへの助成はあるが、65歳未満の

現役世代への助成がない。いずれの感染症

も、もし感染すれば仕事を休んで休養し感染

拡大を防ぐなどの対応が必要である。現役世

代も予防接種を受けやすいよう助成しては

どうか。 

 

3. 学校給食の無償化 

① 国は小学校の学校給食無償化を来年度から

行うとしている。国の施策に関わらず、町と

して来年度から小学校、中学校ともに学校給

食を無償化してはどうか。 

 

4. 水道料金据え置き 

① 町は来年度からの水道料金引き上げを計画

しているが、物価高騰が収まる気配がない

1． 

①標柱や懸垂幕など宣言を提示する計画は、現

時点ではない。今後も平和啓発策を地域とと

もに検討、推進していく。 

 

 

 

②被ばくアオギリ 2世の存在自体が平和のシン

ボルであり、目立つ場所に置くこと自体が主

目的ではない。イチイ荘周辺への移植が良い

との判断から、移植場所を変更する予定はな

い。 

 

 

2. 

 

①助成があれば接種を検討される方が増える

ことは承知しているが、本町の財政状況や医

療体制の現状を鑑みると、高齢者等の重症化

リスクが高い層に対する助成を優先する現

行方針を継続することが最善であると判断

している。 

 

 

 

3. 

①具体的な方向性が現時点では不透明。まずは

確認作業に努める。 

 

 

 

4. 

①町内の水道普及率は、令和 6年度末で 74.3％

であり、水道料金据え置きに交付金等を充て
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中、公共料金の引き上げは避けるべきであ

る。国の重点支援地方交付金などの活用で料

金の据え置きができないか。 

 

 

 

5. ごみ処理広域化について 

① 可燃ごみ処理施設の建設が予定されている

地域では、依然として建設に対する住民の理

解が得られていない。現在の計画のまま進め

るのは無理があるのではないか。 

② 基本構想策定時に比べ、可燃ごみ処理施設の

建設費が高騰している。現在見積もられてい

る建設事業費総額と日南町の負担する事業

費および実負担額（交付金、起債利子、償還

交付税を考慮して計算した金額）を示された

い。 

 

 

③ リサイクルを進めて可燃ごみを減量化して

いけば大規模な可燃ごみ処理施設は必要な

くなる。大規模な施設を新たに建設するので

なく、日野郡3町でクリーンセンターくぬぎ

の森を長寿命化して利用するなど、他の方法

を検討すべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることは、未普及地域の方から理解を得られ

ないと判断している。町民全ての方が、物価

高騰対策の支援を受けることが出来る別の

方策を検討していく必要があると考えてい

る。 

 

5. 

①新しい一般廃棄物処理施設の建設は、現状に

おいては計画どおり進められるものと認識

しており、引き続き丁寧な地元対応を続ける

ことが重要であると考える。 

②令和 5 年 11 月に策定された施設整備概要で

は、可燃ごみ処理施設建設費は 30,892,400千

円である。そのうち日南町負担額は約

739,713 千円、実負担額は 221,923 千円と試

算している。ただし、過疎債の利子について

は、償還期間や利率などが未確定であり、現

時点で適正に試算することはできないため

算入していない。 

③西部広域行政管理組合で計画されている可

燃ごみ処理施設は、ごみの減量を見込んだ適

正な規模の施設であると認識している。本町

の可燃ごみは西部広域行政管理組合で計画

されている可燃ごみ処理施設において広域

処理することが適切であるという考えに変

わりない。 
 

 


